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１. 管理ツール （ 共用サーバー EX サーバー管理画面「PEM」 ）ログイン方法             

アカウント設定完了のお知らせメールに記載されているサーバー管理画面「PEM」の URL にアクセスします。 

以下のログイン画面が表示されますので、[ ユーザー名 ] と [ パスワード ] を入力後 [ ログイン ] をクリックしてくだ

さい。 

             

※ 言語の設定は、日本語と英語を選択することができます。（デフォルトでは日本語で表示されます。） 

 

【メインメニュー画面】 
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２．  画面構成について                                                          

サーバー管理画面「PEM」の画面構成は下記のように３つのフレームに分割されて表示されます。 

 

 
 

 

① 上ペイン 

 

 

 ホスティング 

クリックすると右ペインにメニュー画面が表示されます。 

 マイアカウント 

クリックするとアカウント情報が右ペインに表示されます。 

 ログアウト 

コントロールパネルからログアウトします。 

 右上に、お客様担当者名とアカウント ID が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 上ペイン 

③ 右ペイン 
② 左ペイン 
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②左ペイン 

左ペインには、各セクションのメニューが表示されます。また、最初の画面の右ペインと同じメニューが表示され、右ペインが

切り替わった場合も、左ペインの該当メニューをクリックすると各セクションの設定画面が右ペインに表示されます。 

 

 ドメイン名の概要 

ドメインの管理画面が右ペインに表示されます。 

 e メール 

Exchange（e メール）関連の設定項目が右ペインに表示されます。 

 ウェブスペース 

ウェブ、データベース、バックアップの設定画面が右ペインに表示されます。 

 アプリケーションヴォルト 

DotNetNuke（ドットネットヌーク）のインストール、アンインストールが行えます。インストール後は、DotNetNuke の管理画面

へのリンクが表示されます。 

 サービスユーザー 

サービスユーザーの作成・削除・設定変更画面が表示されます。 

 設計と分析 

AWStats の設定画面が表示されます。 

リソースの使用状況が表示されます。 
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③右ペイン 

メニュー画面では、左ペインと同じセクションのメニューが表示され 左ペイン または、右ペインの各項目をクリックすると、

各セクションのサービス設定画面に切り替わります。 

 

 ★画面下部にログイン情報が表示されます。 

 IP アドレス 

接続元の IP アドレスが表示されます。 

 日付 

最後にログインした日時が表示されます。 

 ログイン履歴 

ログイン履歴が表示されます。 

 

★ リフレッシュについて 

 

 

登録作業を行ったあと、ステータスが変更されたことを確認するには、[ リフレッシュ ] をクリックします。 リフレッシュをク

リックすると、ステータスが [ 作成中 ] から [ 準備完了 ] に変化します。 

アカウントを登録した後、すぐには反映しませんので、登録後まもなく [ リフレッシュ ] をクリックしてもステータスが変化し

ない場合があリます。その際は、しばらくお待ちいただいてから、再度 [ リフレッシュ ] をクリックしてください。 
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３．  マイアカウント                                                            

マイアカウントの画面では、管理者の氏名・パスワード変更、地域設定変更、ログイン履歴の確認を行うことができます。 

 

（1）ログイン後のメニュー画面の上ペインの [ マイアカウント ] をクリックします。 

 

 

（2）[ユーザー] をクリックします。  

 

 

 

（3）[ログイン名] をクリックします。  
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３－１．全般  

    このタブでは、管理者のパスワードを変更することが可能です。 

 

（1）[ 編集 ] をクリックします。     

 

 

（2）パスワード入力欄に、新しいパスワードを入力します。パスワードを入力したら [ 送信 ] をクリックしてください。 

 

 

（3）管理者用パスワードが変更されます。 

再度ログインする場合、新しいパスワードでログインができます。 
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３－２．地域設定  

     このタブでは、言語の設定と日付・時間の変更ができます。 

 

 

 

１） 言語は、日本語と英語のいずれかが指定できます。（デフォルトでは日本語に設定されております。） 

２） 時間は、日本国内での標準時 日付の表記方法は、（ 例：1-1-2007 01:00 ） がシステム規定値です。 

※  特に問題がなければ変更する必要はございません。 

 

３－３．ログイン履歴  

     このタブは、管理者アカウントでログインしたログイン履歴が表示されます。  

 

 

※ 実際は IP アドレスが表示されます。 
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４． ドメイン名の概要                                                     

『ドメイン名の概要』では、ドメイン名の全般的な管理機能を提供します。 

 

４－１．ドメイン名の管理  
 

① [ ドメイン名の概要 ] をクリックし、次に、[ ドメイン名の管理 ] をクリックします。 
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② お申込みのドメイン名 および、設定されているホスティングサービス名が表示されます。 

  

 

 ID 

PEM 上での管理 ID です。 

 ドメイン名 

現在ホスティングされているドメイン名が表示されます。 

 ウェブホスティング 

該当ドメイン名に I I S ウェブサービスが結び付けられているかが表示されます。 

メールホスティング 

該当ドメイン名にメールホスティングが結び付けられている場合 Microsoft Exchange が表示されます。 

 同期 

ドメイン名が使用可能かどうかの状態が表示されます。「はい」と表示されていると使用可能です。 

 

③ ドメイン名をクリックします。 
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ドメイン名の管理画面が表示されます。また、画面上部に管理するドメイン名が表示されます。 

 

 

４－１－１．サマリ  
     サマリタブでは、ドメイン名の全体の情報が表示されます。 

 

  

４－１－１－１．全般  
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 ID 

PEM 上での管理の為のドメイン ID です。 

 名前 

ドメイン名が表示されます。 

 同期 

ドメイン名が使用可能かどうかのステータスが表示されます。 

 緑色のマークで「はい」と表示されている場合は使用可能です。 

それ以外のマークになっている場合は、使用する事ができません。 

☆使用不可になっている場合、Exchange(e メール)の送受信、IIS ウェブサービスが利用する事ができません。 

  ・該当ドメイン名宛のメールが配信不能となります。 

  ・該当ドメイン名を使用してのメールボックス作成が不可能となります。ドメイン名が使用可能かどうかのステータ 

スが表示されます。 

（緑色のマークで「はい」と表示されている場合は使用可能です。それ以外のマークになっている場合は、使用できません。） 

使用不可になっている場合、Exchange(メール)の送受信、I I S ウェブサービスが利用できません。 

    ・該当ドメイン名宛のメールが配信できません。 

    ・該当ドメイン名を使用してのメールボックスが作成できません。 

    ・該当ドメイン名を使用している Web サイトへのアクセスが不可能となります。 

 

４－１－１－２．DNS ホスティング  
     DNS の状態が表示されます。 

 

・ DNS ホスティングステータス 

    DNS サーバーの稼動状態が表示されます。 

・ DNS 管理 

 ゾーン管理機能の ON/OFF が表示されます。 

全般の欄で、ゾーン管理機能を OFF に設定すると  と表示されます。 

 
４－１－１－３．ウェブホスティング  
Web ホスティングの情報が表示されます。 

 

 

 ウェブホスティングタイプ 
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[Microsoft IIS] と表示されます。 

 URL 

ウェブアクセス URL が表示されます。 

 場所 

ドキュメントルートが表示されます。 

 同期済み 

ホスティングサービスが利用可能かどうかのステータスが表示されます。 

 
■ ホスティングの削除  

[ ホスティングの削除 ]をクリックすると、割り当てられているウェブホスティングサービスが削除されます。 

※削除する前に、データのバックアップをお願い致します。 

 

   

４－１－１－４．ウェブ統計  
アクセスログ解析ソフト AWStats が利用できます。インストールされていると、AWStats レポートステータスが 「準

備完了」と表示されます。 

 

     ■ AWStat インストール方法  
(1) [ AWstats をこのドメイン名にインストール ] をクリックします。 

 

 

(2)インストール中は、AWStats レポートステータスが 「インストール中」と表示されます。 

 

 

(3)インストールが完了すると、AWStats レポートステータスが 「準備完了」と表示されます。 
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■ AWStat アンインストール方法  

（1）[ このドメイン名から AWStats をアンインストールする ]をクリックすると、アンインストールできます。 

 

 

 
■ AWStat 表示方法  

(2)URL をクリックすると、AWStats のログ解析結果の画面が表示されます。 
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■ AWStat の管理  

[ このドメイン名上での AWStats 管理 ]をクリックすると、ログ解析画面の URL やログイン ID を確認、パスワードの変

更を行うことができます。 

 

  

・[ 編集 ]をクリックすると、 ログ解析画面の URL に接続するパスワードが変更できます。 

 

  

 

 

・[ アンインストール ] をクリックすると、AWStats がアンインストールされます。 
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４－１－１－５．コンテンツ管理  
SiteBuilder を使用してウェブを管理することができます。 

 

 

 

 ■ SiteBuilder を使用する場合  

SiteBuilder を使用してサイトを作成すると SiteBuilder で Web サイトの編集ができます。 

 

(1) [ SiteBuilder を使用してサイトを作成 ] をクリックします。 

 

    

(2) コンテンツ管理の状態が 作成中から 準備完了になりましたら [ サイトの編集 ] をクリックしてください。 

SiteBuidler の管理画面が起動されます。 
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４－１－１－６．メールホスティング  
メールホスティングの情報が表示されます。 

 

☆ホスティングの追加 

ホスティングの追加をクリックすると、メールサービスを追加する事ができます。 

※ ご契約直後は メールホスティングは、割り当てられていない為、設定が必要です。 

① メールホスティング項目の、[ホスティングを追加する] をクリックします。 

 

 

② メールホスティングには、Microsoft Exchange が表示されている事を確認し [次へ] をクリックします。 

 

③  「Microsoft Exchange のホスティングを提供する準備が出来ました。」と表示されます。 [完了] をクリックします。 
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④ 全般項目の「同期」、DNS ホスティング項目の「DNS ホスティングステータス」、メールホスティングの「同期」 の 3

項目が、黄色のステータスランプから 緑色のステータスランプに変わると ご利用いただけます。 

（ステータスランプは自動では変わりません。右上の[リフレッシュ] をクリックするとステータスランプが変わります。） 

 

 

 

 

 

[ ホスティングの削除 ] をクリックすると、割り当てられている Exchange サービスを削除することができます。 

    

※ホスティングを削除すると、作成されたメールボックス、連絡先、パブリックフォルダ等の共有リソースが削除されます。削

除する前に、バックアップをお取りください。 

なお、複数のサブドメインで Exchange サービスが有効になっていた場合、その内の１つのサブドメインを削除しても 作成

されたメールボックス、連絡先、パブリックフォルダ等の内容は残ります。メールアドレスに割り当てられたサブドメインを削

除した場合は、プライマリメールアドレスの再設定が必要になります。 

※注意 

同期ステータスが有効（ 緑色） に変わるまで、最大 15 分程度かかります。 
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４－１－１－７．サブドメイン名  

       サブドメインを追加することができます。 

   

(1) [ 新しいサブドメイン名の追加 ] をクリックします。 

  

 

 

(2)サブドメイン名を入力し、ウェブホスティング、メールホスティングを選択し、 [ 次へ ] をクリックします。  

 

 

  

(3) ウェブスペースを設定します。ドキュメントルートの場所へのパスを指定し、[次へ] をクリックします。 

（サブドメインを追加する場合 デフォルトでは メインのドメイン名で設定したドキュメントルートが指定されます。） 

[ 既存のウェブスペースに付加する ] をプルダウンメニューより選択し、場所(ドキュメントルート)を指定します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

「 / 」 の場合 [デフォルトルート( /wwwroot ) ] がドキュメントルートになります。 

「/blog」の場合  [  /wwwroot/blog ] がドキュメントルートになります。 
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場所(ドキュメントルート)を指定したら [ 次へ ] をクリックします。 

 

(4) IP のタイプの設定が表示されます。[ 次へ ] をクリックします。 

 

 

 (6) AWStats ウェブ統計をインストールするかインストールしないか選択します。 

  AWStats を利用する場合は、パスワードを入力し [ 次へ ] をクリックします。インストールしない場合、または後でイン 

ストールする場合は、[次へ] をクリックします。 
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(7) 確認画面が表示されます。間違いがなければ [ 完了 ] をクリックします。 

 

 

(8) しばらく経過するとサブドメインの設定が完了します。 

 

  

■ サブドメインの削除  
     作成したサブドメインを削除する方法は以下のとおりです。 

 

(1) [ ドメイン名の管理 ] に戻ります。 

 

 

(2) 削除したいサブドメイン名をクリックします。 
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(3) 全般項目の [削除] をクリックします。 

 

 

 (4) [ ドメイン名を削除してもよろしいですか？ ] と表示されたら [ OK ] をクリックします。 

（OK をクリックすると、サブドメインが削除されます。サブドメインで管理していたデータも削除されます。） 

 

 

(5) サブドメイン名が削除されると、ドメイン名の管理から削除されます。 
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４－１－２．DNS  
DNS タブでは、DNS サーバーに登録されている各種情報が表示されます。 

 

 

 
４－１－２－１．DNS ホスティング  
現在、ホスティングサービスに設定されている DNS サーバーの情報が表示されます。 

 

 

 ホスティングのタイプ 

使用している DNS サーバーが表示されます。（デフォルトでは内部の DNS サーバーと表示されます。） 

 DNS サーバー 

DNS サーバー名が表示されます。 

 DNS ホスティングのリソース 

DNS ホスティングのリソース名が表示されます。（デフォルトでは、DNS hosting と表示されます。） 

 DNS ホスティングの契約 

現在契約しているプランが表示されます。 
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４－１－２－２．DNS レコード  
現在設定されている DNS レコードが表示されます。(外部 DNS に設定されている場合は表示されません)。 

ゾーンの追加はできません。 

 

 

 

４－１－２－３．ゾーンの設定  
現在設定されている ゾーンの値が表示されます。(外部 DNS に設定されている場合は表示されません)。 

  

 

 
４－１－３．ウエブ  

契約しているウェブホスティングサービスについて情報が表示され、ウェブタブには、[全般] [セキュリティー]  

[仮想ディレクトリー] [SSL] [マッピング]項目が表示されます。
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４－１－３－１．全般  
ウェブホスティングに関する全般情報（URL や、場所(デフォルトルート)、IP アドレス等）が表示されます。 

 

 

[編集] をクリックすると 場所(デフォルトルート) を変更する事ができます。 

※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
※  
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４－１－３－２．セキュリティー  
       

ウェブホスティングに設定されている 「権限」「認証」 情報が表示されます。[編集] をクリックすると、設定を変更すること 

ができます。 

 
 

①「権限」「認証」の変更する箇所にチェックを入れ、実行権限をプルダウンメニューから選択し [送信] をクリックします。  
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②変更した箇所が有効になります。 

 

 
４－１－３－３．仮想ディレクトリー  

  仮想ディレクトリーを追加する事ができます。 

 

①  [仮想ディレクトリーの追加] をクリックします。仮想ディレクトリーの追加ができます。  
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②  ディレクトリー名、ディレクトリーへのパスを入力し、[次へ] をクリックします。 

   

④ 権限と認証欄を設定し、[完了] をクリックします。 

スクリプトを動作させる為には、実行権限が [スクリプトのみ] または [スクリプトと実行ファイル] を選択しておく

必要がございます。 
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⑤  ステータスが [準備完了] になりましたら 仮想ディレクトリーの設定は完了になります。 
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４－１－３－４．SSL  
SSL プロキシの有効化ができます。（デフォルトでは無効に設定） 

 

 

     ４－１－３－５．マッピング  
アプリケーションマッピングに関する設定情報を確認する事ができます。 

また、拡張子毎に有効・無効を切り替える事や、新たに マッピングを追加する事ができます（Perl と PHP のみ）。 

 

 エンジン  

 スクリプトエンジンが表示されます。 

 マッピング 

 スクリプトエンジンに割り当てられている拡張子が表示されます。 

 カスタマイズ 

 マッピングのカスタマイズの設定を確認する事ができます。 

 「はい」と表示されていた場合は、マッピングの追加・削除を行う事ができます。 

 ステータス 
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スクリプトエンジンのステータスを確認する事ができます。有効と表示されていた場合は、スクリプトエンジンを利用す

る事ができます。非アクティブと表示されていた場合は、利用する事ができません。 

 

４－１－４．ウエブ統計  
AWStats がインストールできます。 

 

 

 ・[ AWStats をこのドメイン名にインストール ] をクリックすると AWStats がインストールされます。 

 

 

・ [編集] をクリックすると、AWStats へアクセスする為のパスワードが変更できます。 

・ [アンインストール] をクリックすると、AWStats がアンインストールできます。 

 

４－１－５．SiteBuilder  

Web サイト作成・管理ツール SiteBuilder がインストールできます。 
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  ・[ SiteBuilder を使用してサイトを作成 ] をクリックすると SiteBuilder がインストールされます。 

   状態が、「 作成中 」から「 準備完了 」になりましたら使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

５．  e メール                                                              

e メールセクションは Exchange メールのメール管理機能を提供します。 

Outlook アクセス、IMAP4、POP3、ウェブメール、モバイルサービスの設定が行えます。 
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５－１．メールボックス  

新しくメールボックスを作成・削除等 メールボックスに関する全般的な管理機能を提供します。 

 

メールボックスを管理するには、左ペインのメニュー または下ペインの項目の [メールボックス] をクリックします。 

                  

 

 

 

 

５－１－１．メールボックスの追加  
 

（1）新しくメールボックスを作成する場合は、[新しいメールボックスの追加] をクリックします。                         

 

 

（2）サービスユーザーを選択します。 

・サービスユーザーが作成されていない場合は、[ 新しいサービスユーザー ] のみが表示されます。 

[ 次へ ] をクリックします。 

 

・既に作成されているサービスユーザーに Exchange を割り当てる場合は、[ 作成済みサービスユーザー ] の 

プルダウンメニューから該当のユーザーを選択し、[ 次へ ] をクリックします。 
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 (3) アカウント情報を設定します。 

 

 

 表示名 

名前を入力します。（例：氏名、会社名、サービス名称等） 

※この表示名欄に入力した内容が、差出人欄に表示されます。（POP3,IMAP 利用時を除く） 

 

 

 ログイン名 

ログイン名（例：氏名、苗字、名前、従業員番号等）を入力します。 

（ログイン名は「アルファベット」「数字」「ドット」「ハイフン」「アンダーバー」が使用可能です） 

 パスワード 

パスワードを入力します。パスワードを確認の欄にも同じパスワードを入力します。 

（パスワードは、「アルファベット」「数字」「記号」が使用可能です） 

 

※ [ 新しいパスワードを生成 ] をクリックするとランダムに生成されたパスワードが自動入力され、カッコ内に、そのパス

ワードが表示されます。 
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 アカウント情報を入力したら [ 次へ ] をクリックします。 

 

(4) メールボックスの詳細設定を行います。 

メールアドレスの設定・メールボックスのサイズ、利用するプロトコルやサービスが設定できます。 
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① 全般 

 

 メールエイリアス 

Exchange メールサーバー内部で識別する名前になります。 

デフォルトでは、ログイン名が表示されます。（アドレス帳のエイリアス検索で使用します。） 

 表示名 

前のページで設定した名前が表示されます。 

※この表示名欄に入力した内容が、差出人欄に表示されます。（POP3,IMAP 利用時除く） 

 e メールアドレス 

デフォルトでは、ログイン名が表示されております。Exchange サービスで利用する e メールアドレスになります。 

ログイン名とは異なる e メールアドレスを設定する場合は、この e メールアドレス欄を編集します。 

 最大メールボックスサイズ 

メールボックスの容量を、使用可能なメールボックスストレージサイズの範囲内で設定します。 

(契約内容により設定できるサイズが決まっております。) 

 

② メールボックスアクセスの設定 

 

 Outlook Web Access（OWA） 

ブラウザーを使用し Web メールでのアクセスをこのメールボックスに許可する場合は、右のチェックボックスにチェックを入

れます。 

 Outlook アクセス 

Outlook でのアクセスをこのメールボックスに許可する場合は、右のチェックボックスにチェックを入れます。 

（この欄にチェックを入れないと Microsoft Outlook 2003 等でメールの送受信ができません。） 

 ActiveSync 

PDA やスマートフォンから、e メールやスケジュール情報を取得する事ができます。 

また、Outlook Mobile Access(OMA) のアクセス方法も記載。 

携帯電話のウェブサービスを利用し、e メールやスケジュール情報を取得する事ができます。 

 IMAP4 
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IMAP4 プロトコル（サーバにメールデータを保持し、クライアントにはダウンロードしないプロトコル）を許可 

する場合は、右のチェックボックスにチェックを入れます。 

 POP3 

POP3 プロトコルを許可する場合は、右のチェックボックスにチェックを入れます。 

 

③ メールボックスの初期化 

Outlook クライアントや Outlook Web Access のツリー構造の言語を指定する事ができます。 

[メールボックスフォルダ構造の作成] にチェックを入れ フォルダー名の言語に [日本語] が指定されている事を確認

します。日本語以外の言語を指定する場合、プルダウンメニューで該当の言語を選択します。（メールボックス作成後、

日本語やさらに別の言語にしたい場合はアカウントを作成し直す必要がございますので、ご注意願います。） 

 

 

[フォルダ名の言語が日本語の場合]           [フォルダ名の言語が英語の場合] 
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[フォルダ名の言語が日本語の場合]        [フォルダ名の言語が英語の場合] 

          

 

 

③ 全ての項目を設定したら 右下の [ 完了 ] をクリックしてください。 

 
 

④  メールボックスの作成が完了すると、ステータスが [作成中] から [準備完了] に変わります。 
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５－１－２．メールボックスの削除  

メールボックスを削除することができます。（メールボックスを削除してもサービスユーザーは削除されません。） 

メールボックスを削除すると、削除したアカウントが利用できなくなり メールデータも削除されます。削除する前に、 

メールデータのバックアップをお取りください。 
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（1） 削除したいアカウントの左側のチェックボックスにチェックを入れ [ 削除 ] をクリックします。 

 

（2） 「 選択したメールボックスを本当に削除しますか？ 」と確認画面が表示されます。 

削除しても構わない場合、[ OK ] をクリックします。 

 

 

（3） メールボックスが削除されます。 
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   ５－１－３．メールボックスの詳細  

表示名欄の名前をクリックすると、設定されているメールボックスの詳細の確認 および設定ができます。 
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   ５－１－３－１．全般  

 

メールアカウントの設定情報の詳細が確認できます。 各項目を変更するには [ 編集 ] をクリックします。 
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 サービスユーザー 

表示名、ログイン名が表示されます。 

表示名の名前の欄をクリックすると、サービスユーザーの編集画面へ移動します。 

 全般 

メールエイリアスが変更できます。（メールエイリアスを変更しても、メールアドレスは変更されません。） 

また、アドレス帳に表示のチェックを OFF/ON することができます。チェックを外すと、アドレス帳（グローバルアドレス一覧）に

表示されません。 

 プロトコルの設定 

各メールプロトコルを OFF/ON することができます。 

 モバイルサービス 

各モバイルサービスを OFF/ON することができます。 

 

設定が完了したら [ 送信 ] をクリックします。 
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   ５－１－３－２．e メールアドレス  
e メールアドレスタブでは、e メールアドレスの確認・変更・追加ができます。 

 

 プライマリ e メールアドレス 

e メールアドレスが表示されます。メールの From に表示される e メールアドレスになります。 

 e メールアドレス 

既存の e メールアドレスに別の e メールアドレスを追加することができます。 

※追加した e メールアドレスはプライマリ e メールアドレスに割り当てることができます。 

 

[e メールアドレス追加方法] 

既存の e メールアドレスに別の e メールアドレスを追加割り当てすることができます。 

追加割り当てした e メールアドレスを使用し、メールの送受信が可能です。 

 

① e メールアドレスの項目で [ 新しい e メールアドレスを追加する ] をクリックします。 
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② 新しい e メールアドレスを入力して [ 送信 ] をクリックします。 

 
 

③ 新しい e メールアドレスが作成されます。ステータスが [ 作成中 ] から [ 準備完了 ] に変わると新しい e メールアドレ

スが利用できます。 

 

 上記の例でメールを送信した場合、プライマリ e メールアドレスに設定されている メールアドレスが相手側のメールクライ

アントの差出人(From)欄に表示されます。新しく設定した e メールアドレスでメールを送信する必要がある場合は、プライ

マリ e メールアドレスを変更する必要があります。（POP３、IMAP４でメールを送信する場合を除く。） 

 

⑤  作成した追加 e メールアドレスを削除する場合は、ID の左側のチェックボックスにチェックを入れ[削除] をクリックしてく

ださい。 
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[プライマリ e メールアドレス変更方法] 

差出人(From)欄に表示される e メールアドレスを変更するには、プライマリ e メールアドレスを変更する必要があります。 

 

1. プライマリ e メールアドレスの項目の [ 変更 ] をクリックします。 

 

 

2. タイプの選択の画面が表示されます。 

[ メールボックスの e メールアドレス ] 、[ カスタムｅメールアドレス ]  どちらか選択し[ 次へ ] をクリックします。 

 

 メールボックスのｅメールアドレス 

[新しい e メールアドレスを追加] 機能を利用しメールボックスに追加のｅメールアドレスを割り当て、そのｅメールアドレスをプ

ライマリ e メールアドレスに設定する場合に、[メールボックスの e メールアドレス] を選択します。 

 カスタムｅメールアドレス 

メールボックスに割り当てていないｅメールアドレスを設定する場合に[カスタム e メールアドレス] を選択します。 

※設定する際、ドメイン名を誤るとメールが届かなくなります。 
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③ プライマリｅメールアドレスを選択します。 

・[ メールボックスのｅメールアドレス ]を選択した場合 

(1) [ プライマリｅメールアドレスとして設定 ]をクリックします。 

(2) [ 完了 ]をクリックします。 

※[サービスユーザーログイン名とプライマリーｅメールアドレスを同期させる] にチェックを入れると Outlook や Outlook 

Web Access を起動させた際に使用する ユーザー名と e メールアドレスを同じにすることができます。（ログオンアカウント

のユーザー名を変更することができます。） 
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・[カスタムｅメールアドレス] を選択した場合 

(1) 任意のｅメールアドレスを入力し [完了] をクリックします。 

(この欄に設定した e メールアドレスが 差出人（From）欄に表示されます。) 

 

※[サービスユーザーログイン名とプライマリーｅメールアドレスを同期させる] にチェックを入れると Outlook や Outlook 

Web Access を起動させた際に使用する ユーザー名と e メールアドレスを同じにする事ができます。（ログオンアカウントの

ユーザー名を変更する事ができます。） 

 

・[ カスタムｅメールアドレス ] を選択した場合 

(1) 任意のｅメールアドレスを入力します。 

(2)  [ 完了 ] をクリックします。 

 ※この欄に設定した e メールアドレスが 差出人（From）欄に表示されます。 

 ※[サービスユーザーログイン名とプライマリーｅメールアドレスを同期させる] にチェックを入れると Outlook や 

Outlook Web Access を起動させた際に使用する ユーザー名と e メールアドレスを同じにすることができます。 

（ログオンアカウントのユーザー名を変更することができます。） 
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(3) カスタム e メールアドレスに設定した e メールアドレス宛に、承認のメールが送信されます。 

 本文に記載の URL をクリックします。（メーラーによっては 途中で 改行されている場合がございます。その場合は、 

URL の部分を コピーしブラウザーの URL 欄に貼り付けてください。） 
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(4) URL をブラウザーに表示させると 承認処理が行われます。承認されると、以下の画面が表示されます。 

 

(5) PEM コントロールパネルのカスタム e メールアドレス欄に、設定した e メールアドレスが表示されていれば完了で

す。 
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５－１－３－３．上限  

メールボックスのサイズ、配信制限のサイズ、削除済みアイテムの保持期間を確認することができます。 
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  [メールボックスサイズ] 

 現在のサイズ 

現在のメールボックスのサイズが表示されます。容量をオーバーするとメールの送受信が行えません。 

 警告を表示するサイズ 

警告サイズを超えると、不要なメールを削除するよう警告メールが送信されます。 

 送信を禁止するサイズ 

警告サイズ 

警告サイズを超えると、不要なメールを削除するよう警告メールが送信されます。 

 送信停止サイズ 

送信停止サイズを超えるとメールを送信することができません。 

 最大メールボックスサイズ 

最大メールボックスサイズを超えるとメールの送受信が行えません。 
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  [配信制限] 

 最大受信サイズ 

1 度に受信できるメールのサイズは、既定では 10MB に設定されております。  

 最大送信サイズ 

1 度に送信できるメールのサイズは、既定では 10MB に設定されております。 

 最大受信者数 

1 度に複数のメールアドレスに送信できる宛先数は、既定では 1000 に設定されております。 

(配信リストは、配信リストに登録されている宛先数が 1000 以内に設定する必要があります。) 

  [削除済みアイテムの保存期間] 

 削除済みアイテムの保存期間 

メールボックスから削除したメールを保持している期間は、既定では 14 日に設定されております。 

 

(1)メールボックスのサイズ変更を行うには、[ 編集 ] をクリックします。 

 



 57

 

(2) [ 警告サイズ ]、[ 送信停止サイズ ]、[ 最大メールボックスサイズ ] を変更することができます。最大メールボックス

については 使用可能なメールボックスサイズが表示されます。それぞれのサイズを変更したら [ 送信 ] をクリックします。

（設定可能なサイズは、契約内容により異なります。） 

 

 (3) メールボックスサイズが変更されます。 

 

☆メールボックスの現在のサイズは、リアルタイムで更新されないため、現状のメールボックスのサイズを表示したい場合は 

[ サイズの更新 ] をクリックします。 
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 サイズの更新が予約され しばらく経過した後 リフレッシュをクリックすると、最新のサイズが表示されます。 

 

 
５－１－３－３．転送  

メールの転送を設定することができます。（デフォルトでは無効に設定されております。） 

 

(1) メールの転送を設定するには、[ 有効化 ］ をクリックします。 

 

(2) 転送先に設定したい e メールアドレスを入力し、[送信] をクリックします。メッセージのコピーを残すにチェックを入れる

と、サーバーからメールが削除されず Outlook でも受信が可能になります。  

 

 

3) メールの転送設定が完了すると、[ 有効 ] と表示され 転送先メールアドレスが表示されます。 
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なお、メール転送を解除する場合は、[ 無効化 ] をクリックします。 

 

５－１－３－４．メンバーとして所属するグループ  
配布リストのメンバーシップを確認することができます。この画面で他の配布リストへ追加することができます。（配布

リストを事前に作成する必要があります。）また、既にメンバーに入っている配布リストから削除することができます。 

 

[ メンバーを他の配布リストへ追加 ]  

1) [ 他のリストへ追加 ] をクリックします。 

 

 

 2) 配布リストの選択画面が表示されます。（配布リストが作成されていない場合は選択できません。） 

追加する配布リストの左側にチェックボックスにチェックを入れ [ 送信 ] をクリックします。 
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3) 配布リストのメンバーシップに追加されます。 
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配布リストのメンバーシップに追加すると、配布リストに設定されている e メールアドレスにｅメールが送信されると、配布リ

ストに登録したメンバーにメールが届きます。 

 

[ メンバーを配布リストから削除 ]  

（1) メンバーを配布リストから削除する場合は、削除したい配布リストの左側のチェックボックスにチェックを入れ [ 削除 ] 

をクリックします。 

 

（2) 「 選択された配布リストからメールボックスを削除してもよろしいですか？ 」と確認画面が表示されます。[ OK ]をクリッ

クします。 
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（3) 配布リストから削除されます。 

  

 なお、「All Exchange users」からは削除する事ができません。 

 

５－２．連絡先  

・連絡先情報の作成・削除・管理ができます。（登録できる連絡先は、300 件までとなります。） 

・登録した連絡先をアドレス帳のグローバルアドレス一覧に追加できます。 

・連絡先に登録すると、その連絡先を配布リストに加えることができます。 

 

連絡先を管理するには、左ペインのメニュー または下ペインの項目の [ 連絡先 ] をクリックします。 
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５－２－１．連絡先の追加  

（1） [新しい連絡先の追加] をクリックします。 

   

 

（2） [エイリアス] [表示名] [e メールアドレス] を入力します。 

  

 エイリアス 

Exchange 内部で識別する名前になります。（アカウントと同じように英数字で設定する必要有り。） 

 表示名   グローバルアドレス一覧に表示される名前になります。 

 e メールアドレス   e メールアドレスを入力します。 

  [送信] をクリックします。 

 

 （3） 連絡先の作成がスケジュールされます。 
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（4） 追加した連絡先の詳細を編集します。追加した表示名欄の連絡先をクリックします。 

  

 

（5） 全般タブ 

 

① メイン 

[エイリアス]、[表示名]、[e メールアドレス]、[アドレス帳に表示] の内容を確認することができます。内容を編集するには 

[編集] をクリックします。 

  

エイリアス名以外の項目を変更することができます。また、この変更画面でアドレス帳へ表示される連絡先の表示切り替

えを行う事ができます。この変更画面でアドレス帳に表示するかしないかを決定することができます。 
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☆ アドレス帳に表示のチェックを外すとグローバルアドレス一覧には表示されません。 

 

② 連絡先の情報 

[編集] をクリックすると氏名や電話番号等が入力できます。 

 

③ 住所 

 [編集] をクリックすると住所が入力できます。 
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 ④ 電話番号 

 [編集] をクリックすると電話番号・FAX 番号が入力できます。 

 

 

⑤ 組織 

[編集] をクリックすると役職・部署・会社名が入力できます。 

 

 

6) メンバーとして所属するグループ 

配布リストのメンバーシップを確認することができます。（ 『5-1-3-4．メンバーとして所属するグループ』 参照 ） 
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５－２－２．連絡先の削除  

 

（1） 削除したい連絡先の左側のチェックボックスにチェックを入れ [削除] をクリックします。 

   

 

2) 「選択された連絡先を削除してもよろしいですか？」と確認画面が表示されます。[OK] をクリックします。 

 

 

3) 連絡先から削除されます。 
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５－２－３．連絡先の制限事項  

連絡先は、300 件までしか登録できません。 

( 300 件登録すると[新しい連絡先の追加] が表示されません。)  

 
５－３．配布リスト  

・配布リストの作成・削除・管理ができます。 

・配布リストに登録されているメンバーに同時にメールが送信できます。 

・連絡先に登録したメールアドレスを、配布リストに追加するすることができます。 

・登録した配布リストはアドレス帳のグローバルアドレス一覧に追加することができます。 

 

※配布リスト自体の作成は無制限ですが、メールを送信する際に宛先に追加できる宛先数に 1000 の制限があるため、 配

布リストに登録するメンバーは 1000 件以内に設定してください。 

 

配布リストを管理するには、左ペインのメニュー または下ペインの項目の [ 配布リスト ] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

５－３－１．配布リストの追加  

 

(1) [ 新しい配布リストの追加 ] をクリックします。 
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(2) [ エイリアス ] [ 表示名 ] [ e メールアドレス ] を入力し セキュリティー設定を行います。設定が完了したら [ 送信 ] 

をクリックします。 

 

 

  [全般] 

 エイリアス 

Exchange 内部で識別する名前になります。（アカウントと同じように英数字で設定する必要があります。） 

 表示名 

グローバルアドレス一覧に表示される名前になります。 

 e メールアドレス 

配布リストに割り当てる e メールアドレスを入力します。 

 アドレス帳に表示 

アドレス帳に表示にチェックを入れると グローバルアドレス一覧に表示させることができます。 

注意 

配布リストの作成は無制限です。但し配布リストのメンバーは 1000 人以内に設定する 

必要がございます。これは、Outlook や Outlook Web Access でメールを送信する際に 

宛先に設定する事が出来る宛先数が、1000 と決まっている為です。 
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チェックを外すと、グローバルアドレス一覧には表示されません。 

 

[セキュリティー] 

・メンバーの表示 

メンバーのメールクライアント(Outlook2003) に 配布リストのメンバーを表示させるか表示させないかを設定するすることが

できます。 

 

    Outlook 2003 で、配布リストのプロパティを表示した場合 以下のようにメンバーが表示されます。 

メンバーを非表示にしたい場合は、PEM 上で設定を行います。 

 

 

 

 ・受信許可 

配布リストの送信者の制限を設定することができます。 

 

①全員 

誰でもこの配布リストにメッセージを送信できます。 

②組織 

お客様が設定している 全ての Exchange のメールアドレスからのみ配布リストにメッセージを送信することができます。外部

のメールアドレスから、配布リストにメールを送信した場合、この配布リストにはメールは届きません（エラーメールが返信さ

れます）。 

③メンバー 

この配布リストのメンバーだけがこの配布リストにメッセージを送信できます。配布リストに含まれないメールアドレスで、配

布リストにメールを送信した場合、この配布リストにはメールは届きません（エラーメールが返信されます）。 

 

（3) ステータスが [作成中] から [準備完了] へ変わると 配布リストは利用可能です。 



 71

   

 

５－３－２．配布リストの変更  
 

（1) 作成した配布リストを変更する場合は 変更したい配布リストの表示名をクリックします。 

 

 

（2) [全般] の内容を変更する場合は、 [編集] をクリックします。 
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[表示名] を変更することができます。（エイリアスを変更する必要がある場合は、一度削除して再度作成し直します。）  ま

た、アドレス帳（グローバルアドレス一覧）に表示の OFF/ON の切り替えが可能です。配布リストをアドレス帳（グローバルア

ドレス一覧）に表示させない場合は、チェックを外します。 

 

設定完了後 [ 送信 ] をクリックします。 

（3） メンバー の追加・削除を行う場合は 「 メンバー 」 タブをクリックします。 

[ 新しいメンバーの追加 ] をクリックすると メンバーの追加・削除を行うことができます。 

 

 

① メンバーの追加を行う場合は、[ 新しいメンバーの追加 ] をクリックした後に表示される配布リストメンバー一覧から、追

加するメンバーにチェックを入れ [ 送信 ] をクリックします。 
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② メンバーの削除を行う場合は、削除するメンバーにチェックを入れ [削除] をクリックします。 

 

（4） セキュリティーの設定変更を行う場合は 「セキュリティー」 タブをクリックします。 

[編集] をクリックすると セキュリティーの設定変更画面が表示されます。 
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・メンバーの表示 

メンバーのメールクライアント(Outlook2003) に 配布リストのメンバーを表示させるか表示させないかを設定することができ

ます。 

 

・受信許可 

配布リストの送信者の制限を設定することができます。 

 

①全員 

誰でもこの配布リストにメッセージを送信できます。 

②組織 

お客様が設定している 全ての Exchange のメールアドレスからのみ配布リストにメッセージを送信することができます。外部

のメールアドレスから、配布リストにメールを送信した場合、この配布リストにはメールは届きません（エラーメールが返信さ

れます）。 

③メンバー 

この配布リストのメンバーだけがこの配布リストにメッセージを送信できます。配布リストに含まれないメールアドレスで、配

布リストにメールを送信した場合、この配布リストにはメールは届きません（エラーメールが返信されます）。 

 

（5） プライマリ e メールアドレスの設定変更を行う場合は 「e メールアドレス」 タブをクリックします。 

配布リストに追加のメールアドレスが設定されていない場合、プライマリ e メールアドレスの変更を行うことができません。追

加のメールアドレスが設定されている場合は、[変更] をクリックします。新しいメールアドレスを配布リストに追加する場合は、

[新しいｅメールアドレスを追加する] をクリックします。 
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① [新しい e メールアドレスを追加する] をクリックすると、新しいｅメールアドレスを追加する画面が表示されます。入力欄

に新しい e メールアドレスを入力し [送信] をクリックします。 

 

 

② 配布リストの e メールアドレスに新しいｅメールアドレスが追加されます。 

新しく作成した 配布リストの e メールアドレスをプライマリｅメールアドレスに変更するには[変更] をクリックします。 
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③ [プライマリ e メールアドレスとして設定] をクリックします。 
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⑤  プライマリ e メールアドレスの表示が切り替わりましたら [送信] をクリックすると反映されます。 

 

 

⑤ 配布リストに複数設定されている e メールアドレスを削除する場合は、チェック欄にチェックを入れ、[削除] を 

クリックします。 
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（6） 配布リスト自体は、別の配布リストにも設定することができます。 

① [他のリストへ追加] をクリックします。 

 

 

②追加したい配布リストにチェックを入れ [送信] をクリックします。 

 

③ 他の配布リストに、配布リストが追加されます。 
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５－３－３．配布リストの削除  
 

（1）配布リストを削除する場合は 削除したい配布リストのチェックボックスにチェックを入れます。 

（2）右上の [削除] をクリックします。 
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５－４．パブリックフォルダ  

・パブリックフォルダの作成・削除・管理を行うことができます。 

・パブリックフォルダには、「メールと投稿アイテム」「連絡先アイテム」「予定表アイテム」「メモアイテム」「仕事アイテム」「履

歴アイテム」を追加することができます。 

 

連絡先アイテムは、Outlook2003 のアドレス帳の「名前を表示するアドレス一覧」に表示させ共有することが可能です。（OWA

では、パブリックフォルダの連絡先アイテムは使用不可です。）また、パブリックフォルダ自体に e メールアドレスを割り当てる

ことができます。パブリックフォルダに e メールアドレスが割り当てられている場合、その e メールアドレスを配布リストに登録

することができます。 

※パブリックフォルダの作成はご契約プランにより、設定できる容量が決まっております。 

 

パブリックフォルダを管理するには、左ペインのメニュー、または下ペインの項目の [パブリックフォルダ] をクリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

５－４－１．パブリックフォルダの追加  
 

（1） [新しいパブリックフォルダの追加] をクリックします。 

 

 

（2） 「全般」項目と「メールが有効」の項目を入力し、[送信] をクリックします。 
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 [全般]  

・パブリックフォルダ名 

パブリックフォルダ名を入力します。この欄に入力した名前が パブリックフォルダに表示されます。 

 

・アイテムのタイプ 

「メールと投稿アイテム」「連絡先アイテム」「予定表アイテム」「メモアイテム」「仕事アイテム」「履歴アイテム」の 6 種類のアイ

テムを設定することができます。 

  

※連絡先アイテムは、Outlook2003 のアドレス帳の「名前を表示するアドレス一覧」に表示させ、共有することが可能です。

（OWA では、パブリックフォルダの連絡先アイテムは使用不可） 

 ・既定の役割 

全てのメールボックスユーザーに割り当てられる権限を纏めて設定することができます。ただし、個々の権限の設定を行っ

た場合は、個々の権限が優先されます。 

 

＜権限一覧＞ 

なし   ： アクセスすることができません。 

参照者 ： 参照のみ行うことができます。パブリックフォルダへの投稿･作成や編集･削除は行えません。 

寄稿者 ： パブリックフォルダへの作成･投稿のみ行うことができます。作成･投稿した内容を参照･編集･削除 

することはできません。 

非編集作成者 ： パブリックフォルダへの作成･投稿および作成･投稿した内容を参照･削除することができます。作成･投稿      

した内容を編集することはできません。(削除は自分が投稿したもののみ) 

編集者 ： パブリックフォルダへの作成･投稿およびパブリックフォルダの参照･編集･削除ができます。 
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[メールが有効] 

パブリックフォルダ自体に、e メールアドレスを割り当てることが可能です。 

 

「インターネット e メールを許可する」にチェックを入れ 「e メールアドレス欄」に e メールアドレスを入力「アドレス帳に表示」

の ON/OFF を設定します。 

※インターネット e メールを許可するのチェックを外しておくと e メールアドレスは作成されません。 

 

 

 

 

 

 

☆ステータスが [更新中] から [準備完了] になるとパブリックフォルダが利用可能になります。 

 

５－４－２．パブリックフォルダの編集  
 

（1）編集したいパブリックフォルダの名前をクリックします。 
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（2） パブリックフォルダの内容を編集することができます。[編集] をクリックします。 

 

 

（3） パブリックフォルダの各項目を編集します。 

 

[全般] 

既定の役割と、インターネット e メールの許可の OFF/ON、および アドレス帳に表示の OFF/ON のみ設定可。 

[送信] をクリックします。 
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 [権限] 

 このパブリックフォルダに割り当てられているメールボックスと配布リストの役割一覧が表示されます。 

 [追加] をクリックすると、個々の役割を設定することができます。 

 

 

 メールボックスや配布リストに対し 個々の役割を設定することができます。個々の役割で設定した内容は既定で作成した
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役割より優先されます。 

 

設定後 [送信] をクリックします。 

 

 

[e メールアドレス] 

プライマリ e メールアドレスを変更することができます。 
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[上限] 

パブリックフォルダの現在のサイズを確認することができます。また、最大パブリックフォルダサイズを 契約範囲内のサイズ

まで変更することができます。 

 

最大パブリックフォルダを変更するには、[編集] をクリックします。 

 

 

変更後の最大パブリックフォルダサイズを入力後、[送信] をクリックします。 
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[メンバーとして所属するグループ] 

パブリックフォルダ自体を、配布リストに追加することができます。 

配布リストに追加するには、[他のリストへ追加] をクリックします。 

 

 

 

追加したい配布リストにチェックを入れ [送信] をクリックします。 
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５－４－３．パブリックフォルダの削除  

1) 削除したいパブリックフォルダにチェックを入れ [削除] をクリックします。 

 

 

５－４－４．ストレージ利用レポート  

・契約しているディスク容量および、割り当てサイズ、使用済みサイズなどを表示することができます。 

・[使用量の更新] をクリックすると、最新の使用量を更新するスケジュールが実行されます。 
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６. ウェブスペース                                                         

ウェブスペースセクションは IIS の管理機能を提供します。 

 

 

 

６－１．ウェブサイトの設定  
     IIS にて提供される、ウェブサイトのパラメータの設定・管理ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－１－１．全般の設定  
IIS の停止/開始の設定、各種スクリプト言語の OFF/ON 設定、FTP の OFF/ON 設定、FTP のパスワード設定を行う

ことができます。 

 

（1）全般の設定を変更する場合は、[編集] をクリックします。また、IIS を停止する場合は、[停止] をクリックするとウェブサ

イトを表示不可にすることができます。 
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[基本設定] 

・名前 

お客様に割り当てられている、ウェブサイトの既定のアドレスになります。 

DNS の設定を行った直後は、DNS サーバーへ反映されていないため、独自ドメインではアクセスできない場合があります。

名前欄に表示されているウェブサイトのアドレスでお客様のウェブサイトを確認することができます。 

・状態 

IIS の状態を確認することができます。停止と表示されていた場合は、お客様のウェブサイトは表示されません。 

・SSI のサポート/PHP のサポート/Active Perl サポート/ASP のサポート 

各種スクリプト言語の利用可否を確認することができます。「オン」と表示されている場合は使用可能です。 

また、[テスト] をクリックすると スクリプト言語が動作するかテスト画面が表示されます。 

・ASP.NET サポート 

ASP.NET の状況を確認することができます。「オン」と表示されている場合は使用可能です。 

また、[テスト] をクリックすると ASP.NET が動作するかテスト画面が表示されます。 

[FTP の設定] 

・FTP のサポート 

FTP の状況を確認することができます。「オン」と表示されている場合は使用可能です。 

・FTP の URL 

URL をクリックすると、ブラウザーで FTP サーバーを表示することができます。 
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また、URL の IP アドレスを、FTP クライアントに設定すると、FTP クライアント経由で FTP 接続することができます。 

・ログイン名 

FTP サーバー用の FTP アカウント名が表示されます。FTP サーバーに接続する場合は、このアカウントを使用します。 

・パスワード 

マスクされて表示されます。（パスワードを忘れた場合は 変更することが可能です。） 

 

 （2） 全般の各項目を設定します。設定完了後 [送信] をクリックします。 

  

[基本設定] 

・SSI のサポート/PHP のサポート/Active Perl サポート/ASP のサポート 

チェック欄を OFF/ON 設定します。チェックを入れていると利用可能。 

・ASP.NET サポート 

ASP.NET のバージョンを切り替える事ができます。「無効」「ASP.NET 1.1」「ASP.NET 2.0」の中から選択することができます。

DotNetNuke を使用する場合は、ASP.NET 1.1 に設定する必要がございます。SiteBuilder を使用する場合は、ASP.NET 2.0

に設定する必要があります。（同時利用はできません。） 

[FTP の設定] 

・FTP のサポート 

FTP のサポートのチェック欄を OFF/ON 設定します。チェックを入れていると利用可能になります。 

・ログイン 

FTP サーバーに接続する際に使用するログイン名が表示されます。（変更はできません） 
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・パスワード 

新しいパスワードを設定することができます。 

( [新しいパスワードを生成] をクリックするとランダムなパスワードが生成されます。) 

 

 

 

 

 

６－１－２．パフォーマンス  
IIS のパフォーマンスの設定を行うことができます。 

最大接続数、接続のタイムアウト、HTTP の Keep-Alive の OFF/ON、最大帯域幅を設定することができます。 

 

（1） パフォーマンスを設定するには、[編集] をクリックします。 

 

（2） 各項目に値を入力します。（プロバイダー定義の制限値を超える設定はできません。） 

設定後 [送信] をクリックします。  

 

 
６－１－３．ロギング  
IIS のログの保存間隔を設定することができます。 

※設定されているパスワードを表示することはできません。 

パスワードを忘れた場合は、新しいパスワードに変更してください。 

また、、初期の FTP パスワードは、ランダムなパスワードが設定されております。 
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1) ログの保存間隔を設定するには、[編集] をクリックします。 

 

 

2) 各項目を設定し、[送信] をクリックします。 

 

 

･ログローテーションの間隔 

「なし」「毎月」「毎週」「毎日」の 4 種類から選択することができます。 

･アーカイブする間隔 

１ヶ月から 3 年の間で選択することができます。 

･ログファイルの保存期間 

１カ月から３年の間で選択することができます。 

 

※ログファイルは、IIS にて契約しているディスクスペース（logs フォルダ）に保存されます。 

  ログファイルが肥大化すると、IIS にて使用できるディスクスペースも減少します。 

 

 

 

 

 

６－１－４．デフォルトドキュメント  
IIS のデフォルトドキュメントを設定することができます。 

 

 （1） [編集] をクリックします。 

ログファイルは、GMT 標準時で記録されます。日本時間と９時間の時差があります。 

従いまして、ログローテーションされる時間は、日本時間の午前９時となります。 
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（2） デフォルトドキュメントのリストを編集します。 

優先順位は、上から下に向かって順位付けされます。優先順位の高いドキュメントは、一番上に入力します。 

デフォルトドキュメントを入力後、[送信] をクリックします。 

 

 

 

（3） 変更後のデフォルトドキュメントが表示されます。 
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６－１－５．エラードキュメント  
     IIS のエラードキュメントを、ユーザー定義のエラードキュメントに変更することができます。 
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６－１－５－１．デフォルトテキストに設定  
 

（1） 左列のチェック欄にチェックを入れ [デフォルトテキストに設定] をクリックします。 

 

 

（2） 選択されたエラードキュメントを IIS のデフォルトテキストに設定してもよろしいですか？と表示されます。 

  [OK] をクリックします。 

 

 

（3） タイプがデフォルトテキストに変更されます。 

 

 

 

６－１－５－２．デフォルトドキュメントに設定  
 1) 左列のチェック欄にチェックを入れ [デフォルトドキュメントに設定] をクリックします。 
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2) 選択されたエラードキュメントを IIS のデフォルファイルに設定してもよろしいですか？と表示されます。 

[OK] をクリックします。 

 

 

3) タイプが IIS の標準ドキュメントに変更されます。（デフォルトでは全て IIS の標準ドキュメントに設定） 

 

 

 

６－１－５－３．ユーザー定義のドキュメントに設定  
オリジナルのエラードキュメントを設定することができます。 

  

（1） オリジナルのエラードキュメントを作成し、「 /errdocs 」フォルダにアップロードします。 

 

 

（2） PEM の画面で、変更するエラーコードをクリックします。  
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（3） エラードキュメントのタイプを選択します。 

「IIS の標準ドキュメント(デフォルトドキュメント)」「既定：NotFound(デフォルトテキスト)」 

「ファイル」の 3 種類の中からタイプを選択します。 

オリジナルのエラードキュメントを設定する場合、「ファイル」にチェックを入れ、ウェブスペースの「errdocs」フォルダにアップ

ロードした エラードキュメントのファイル名を入力します。 

[送信] をクリックします。 

 

 

 

4) タイプ欄が「ファイル」に変更され コンテンツ欄にはエラードキュメントのファイル名が表示されます。 

 

 

６－１－６．MIME タイプ  
 IIS にユーザー定義の MIME タイプを追加することができます。 

 

 （1） [新しい MIME タイプの追加] をクリックします。 

 

 



 99

（2） 関連付けられている拡張子と、コンテンツタイプ(MIME) を設定し、[送信] をクリックします。 

 

 

（3） ユーザー定義 MIME タイプのリストに追加されます。 

 

※ 削除する際は、左側のチェック欄にチェックを入れ [削除] をクリックします。 
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☆ システム項目には、システム定義されている MIME タイプのリストが一覧表示されます。 

 

 
６－２．ファイルマネージャー  

ウェブサイトのファイルとディレクトリの管理を行うことができます。 
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６－２－１．ファイルマネージャーを開く  
 

 ① [ File Manager を開く ] をクリックします。 

 

 

 

 ② 「 セキュリティー情報 」の画面が表示されたら [ はい ] をクリックします。 

 

 

③ File Manager の画面が表示されます。 
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④ 各項目の説明 

（1） フィルタ 

 

 

ファイル名でフィルタをかけて該当するファイルまたは、該当する拡張子等で表示させることができます。 

「*.jpg」 とすると JPEG ファイルのみ表示させることができます。 

   

ファイル名を入力し [＞] をクリックします。 

[リセット] をクリックすると、デフォルトの設定に戻ります。（全てのファイルが表示されます。） 

 

  （2） 移動先 

 

 

ディレクトリを移動することができます。 

ディレクトリを入力し [＞] をクリックします。 

絶対パス / 相対パス どちらも入力することが可能です。 

 

 

（3） 現在のパス 

ファイルマネージャーに表示されている現在のパスを確認することができます。 

 

現在のパスが表示されている欄で、ディレクトリをクリックすると上位ディレクトリへ移動することができます。 

 

（4） チェックボックス欄／アイコン欄 

チェックボックス欄にチェックを入れファイルやディレクトリの操作を行うことができます。 

名前欄の左側のチェックボックスにチェックを入れると、全てのディレクトリ・ファイルにチェックを入れることができます。また、

ディレクトリやファイルのアイコンをクリックすると、ディレクトリへの移動やファイルのダウンロードを行うことができます。 
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（5） 名前 

ファイル名、ディレクトリ名が表示されます。 

名前欄の左側のチェックボックスにチェックを入れると、全てのフォルダ・ファイルにチェックを入れることができます。各名前

をクリックすると、ディレクトリへの移動やファイルのダウンロードを行うことができます。 

 

 

（6） サイズ 

ファイルサイズが表示されます。 

 

 

（7） 最終更新日 

ファイルやフォルダの最終更新日が表示されます。 
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（8） アクション 

 

 ディレクトリ名を変更することができます。 

 ディレクトリのアクセス権を変更することができます。 

 

６－２－２．ディレクトリの作成  
 

 ① 新しくディレクトリの作成を行うには、[ディレクトリを作成] をクリックします。 

  

 

② ディレクトリの作成画面が開きます。 

ディレクトリ名を入力し [OK] をクリックします。（名前の文字数は 151 文字を超えられません。） 
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③ ディレクトリが作成されます。 

 

 
６－２－３．ファイルの作成  
 

① 新しくファイルの作成を行うには、[ファイルを作成] をクリックします。 

 

 

② ファイルの作成画面が開きます。 

ファイル名を入力し [OK] をクリックします。（名前の文字数は 155 文字を超えられません。） 
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③ ファイルが作成されます。 

 

 

６－２－４．ファイルアップロード  
 

① ファイルをサーバーにアップロードするには、[ファイルアップロード] をクリックします。 

 

 

 

② アップロードファイルの画面が開きます。 

一度に、３つまでファイルをアップロードすることができます。[参照] をクリックし、アップロードしたいファイルを選択し、 

[OK] をクリックします。 
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③ ファイルがアップロードされます。 

 

 

６－２－５．ファイルのコピー  
 

① ファイルを別のディレクトリにコピーするには、コピーしたいファイルのチェックボックスにチェックを入れ、[コピー] をクリッ

クします。 

 

 

② コピー画面が表示される為 ディレクトリを選択するか、ディレクトリ名を入力し [OK] をクリックします。 

  

 

 

※ディレクトリ名を入力する場合、コピー先にそのディレクトリ名が無い場合はディレクトリ名の最後に「 / 」を入力する必要

があります。(例：dummy/ ) 新しくディレクトリ名が作成され、そのディレクトリにコピーされます。 
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ファイルがコピーされます。 

 

 

６－２－６．ファイルの移動  
 

① ファイルを別のディレクトリに移動するには、移動したいファイルのチェックボックスにチェックを入れ、[移動] をクリックし

ます。 

 

 

 

② 移動画面が表示される為 ディレクトリを選択するか、ディレクトリ名を入力し [OK] をクリックします。 

 

 

※ディレクトリ名を入力する場合、コピー先にそのディレクトリ名が無い場合はディレクトリ名の最後に「 / 」を入力する必要

があります。(例：dummy/ ) 新しくディレクトリ名が作成され、そのディレクトリにコピーされます。 
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③ ファイルが移動されます。 

 

 
６－２－７．タイムスタンプの変更  
 

① ファイル および フォルダ のタイムスタンプを変更するには [タイムスタンプ] をクリックします。 

 

 

② タイムスタンプを変更したい ファイル または フォルダのチェック欄にチェックを入れます。 

 

 

③ 選択したファイル または フォルダの最終更新日を現在の時間に変更するかの確認画面が表示されます。 

また、「再帰的にタイムスタンプをおこなう」にチェックを入れると、選択したフォルダの中にあるファイルも纏めてタイムスタン

プを変更することができます。タイムスタンプを変更するには [OK] をクリックします。 

 

④ タイムスタンプが変更されます。 
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６－２－８．ファイルの削除  
 

① 削除したいファイル またはフォルダの左側のチェックボックスにチェックを入れ、[削除] をクリックします。 

フォルダを削除する場合は、フォルダの中のファイルも削除されます。 

 

 

 

 ② 選択した項目を本当に削除しますか？と確認画面が表示されます。削除する場合は、[OK] をクリックします。 

 

 

 ③ フォルダ または ファイルが削除されます。 
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６－２－９．ディレクトリ名・ファイル名の変更  

 [アクション] 欄のリネームアイコン  をクリックするとディレクトリやファイル名を変更することができます。 

①  をクリックします。 

② 新しい名前を入力し [OK] をクリックすると名前が変更されます。 

 

 

６－２－10．アクセス権の変更  

[アクション] 欄のアクセス権アイコン  をクリックするとディレクトリやファイル名のアクセス権限を変更することができま

す。 

 

 

①  をクリックします。 

② アクセス権の設定画面が表示されます。各トラスティ名の [読み取り] [書き込み] [実行] 権限を設定することができます。

（上位ディレクトリのアクセス権が下位ディレクトリに反映されます。グレーアウトされて変更できない場合は、上位ディレクト

リの設定を変更する必要がございます。） 
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[トラスティタイプ] 

・ Anonymous Web ユーザー 

匿名アクセスで Web サイトにアクセスする際に使用するトラスティアカウントです。 

（拒否に設定した場合、Web サイトにアクセス出来なくなります。） 

・ アプリケーションプール アイデンティティ アカウント 

ASP や CGI 等を動作させる際に使用するトラスティアカウントです。 

（拒否に設定した場合、一部の ASP・CGI スクリプト等が動作しなくなります。） 

・ 認証された FTP ユーザー 

FTP クライアントで FTP サーバーに接続する為のトラスティアカウントです。 

（拒否に設定した場合、FTP クライアントでの接続が拒否されます。） 

 

[ファイルに実行権限を付ける場合] 

 

トラスティタイプの [実行] 欄の [許可] にそれぞれチェックを入れ [適用] または [OK] をクリックします。 

 

※IIS の場合、一部のファイルを除き、実行権限を付与しなくても スクリプトは動作します。 

実行権限を付与しなければ動作しないスクリプトの場合に実行許可を付与します。 

 

[ファイルに読み込み権限を付ける場合] 

トラスティタイプの [書き込み] 欄の [許可] にそれぞれチェックを入れ [適用] または [OK] をクリックします。 

 

※掲示板等、ログファイルなど ファイルに書き込みを行う必要がある場合に 書き込み許可を設定します。 



 113

通常 Anonymous Web ユーザーのみ書き込み許可を付与することで書き込みができます。 

 

★ ディレクトリに対して アクセス権を設定した場合、ディレクトリ内の全てのファイルに対してアクセス権を設定することが

できます。フォルダに対して書き込み許可を設定すると、そのディレクトリ内の全てのファイルに書き込み許可が設定さ

れますので ご注意ください。 

 

[スクリプトが動作しない場合について] 

 

ファイルマネージャで実行権限を設定しても スクリプトが動作しない場合は、左側のメニューの [ドメイン名の概要] > [ドメイ

ン名の管理] を表示させ IIS を動作させているドメインを表示させ、[ウェブ] > [セキュリティー] の権限項目の 実行権限が 

[スクリプトのみ] または [スクリプトと実行ファイル] が設定されているか確認します。 

実行権限が「なし」に設定されている場合は、スクリプトは動作しません。 

   

※スクリプト用の仮想ディレクトリを作成している場合も 同様に、権限項目の 実行権限が [スクリプトのみ] または [スク

リプトと実行ファイル] が設定されているか確認します。実行権限が「なし」に設定されている場合は、スクリプトは動作しま

せん。 
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６－３．データベース  

     新しくデータベースを作成 および 削除を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースは、Microsoft SQL Server を採用しており、 Microsoft SQL Server 用のデータベースを作成・管理することが

可能です。 

 

 

６－３－１．データベースの作成  
（1） [新しいデータベースを追加する] をクリックします。 
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（2） データベースの各項目を設定します。 

 

 

① [データベース名] を入力します。 

データベース名は、英数字とアンダーバーのみ使用できます。 

データベース名は、128 文字まで設定することができます。 

データベース名の最初の 6 文字に 「 db***_ 」等の管理番号が入ります。(変更不可)その管理番号に続いて 122 文字まで

入力することができます。 

 

② [データ容量の上限] を入力します。 

データベースのディスク領域の上限を設定する事ができます。未設定の場合エラーとなります。 
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（この値は、1MB 以上 契約範囲内のディスク容量を設定する必要があります。） 

 

③ [トランザクションログ容量の上限] を設定します。 

トランザクションログの上限を設定する事ができます。 

（この容量は、1MB 以上 契約範囲内で設定する必要があります。） 

 

④ [データベースのユーザー名] を入力します。 

データベースのユーザー名は、英数字とアンダーバーのみ使用できます。 

データベースのユーザー名は、31 文字まで設定する事ができます。 

データベース名の最初の文字に 「 u***_ 」 等の管理番号が入ります。（変更不可） 

その管理番号に続いて入力する事ができます。 

 

⑤ [パスワード] を入力します。 

パスワードは、アルファベット大文字・小文字、数字と 記号（_ . , ? | / > { } ~ ^ [ ] ! @ # : ^ & * ( ) - + \）を 

含める事ができます。 

パスワードは、64 文字まで設定する事ができます。 

「11111111」などの同じ文字が続く簡単なパスワードは設定する事ができません。 

また、新しいパスワードを生成 をクリックするとランダムに生成されたパスワードが設定されます。 

 

各項目を設定されましたら [完了] をクリックします。 

 

（3） ステータスが準備完了になるとデータベースが利用できます。 

 

 

（4） 設定したデータベースを確認するには、データベース名をクリックします。 
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（5） データベース情報が表示されます。 

全般タブでは、データベース名や、ホスト名などが表示されます。 

データベースマネージャーを検索の URL をクリックすると、「myLittleAdmin」を起動することができます。 

[削除] をクリックするとデータベースを削除することができます。 

 

 

 

（6） myLittleAdmin を起動すると 以下の画面が表示され データベースの管理を行うことができます。 

この管理画面でデータベースのデータをエクスポートすることができます。 
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（7） データベース情報のユーザータブでは、データベース用のユーザー名が表示されます。 

新しいユーザーの作成、既存のユーザー情報の確認、削除を行うことができます。 
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① 新しいユーザーの追加 

・[新しいユーザーの追加] をクリックします。 

 

 

・データベースのユーザー名、パスワードを入力し [送信] をクリックします。 
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・太字のユーザー名が既定のユーザーになります。(myLittleAdmin での管理は、既定のユーザーで行います。) 

 

 

・通常の文字のユーザー名をクリックし、[既定を設定] をクリックすると既定のユーザーに変更することが可能です。 

 

※2 つ以上データベースのユーザーを作成しておき、既定のユーザーを削除した場合は、既定のユーザーを設定する必要

がございます。 
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② ユーザー名の確認 および パスワード変更 

・ユーザー名をクリックします。 

 

 

・[編集] をクリックするとパスワードを変更することができます。 

 

 

・新しいパスワードを入力し [送信] をクリックすると、パスワードが変更されます。 
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② ユーザー名の削除 

ユーザー名の左側のチェックボックスにチェックを入れ [削除] をクリックするとユーザー名を削除することができます。 

  

 

 

６－４．DSN の管理  
     DSN の作成・削除ができます。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

６－４－１．DSN の作成  
 

① [新しい DSN の追加] をクリックします。 
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② [データソース名] と [説明] 欄を入力し、[次へ] をクリックします。 

（説明欄を空白にする事はできません。） 

 

③ データソースを選択します。 

DSN を紐付けする データベース名をクリックします。 

 

 

④ MS SQL DSN のプロパティを設定します。 

設定が完了すると、[完了] をクリックすると DSN の作成が完了です。 

この欄に、データソース名の説明を、英語 または ローマ字で 

入力する必要があります。（日本語での入力は不可） 
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・ 一時的なストアドプロシージャの ON/OFF を設定することができます。 

・ ANSI quoted identifiers の ON/OFF を設定することができます。 

・ ANSI nulls、ANSI paddings、および ANSI warnings の ON/OFF を設定することができます。 

 

６－４－２．DSN の変更   

DSN の内容を変更するには、DSN をクリックします。また、この画面で設定内容を確認することもできます。  

 

 

 

 

[全般] 

① 全般タブでは、説明欄のみ編集することができます。編集するには、[ 編集 ] をクリックします。  

データソース名や、データソースを変更する場合は、一度 DSN を削除して作成し直す作業が必要です。 
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① 説明欄を編集し、[送信] をクリックします。 

 

 

[プロパティ] 

① 特定の MS SQL DSN のプロパティを編集するには [編集] をクリックします。 
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② MS SQL DSN のプロパティを設定します。 

設定が完了すると、[送信] をクリックすると DSN の変更が完了です。 

 

・ 一時的なストアドプロシージャの ON/OFF を設定することができます。 

・ ANSI quoted identifiers の ON/OFF を設定することができます。 

・ ANSI nulls、ANSI paddings、および ANSI warnings の ON/OFF を設定することができます。 

 

 

６－５．バックアップ   

IIS のウェブデータ、およびデータベースのデータをバックアップを取ることや、バックアップデータを使用してデータの復元を

行うことができます。 （バックアップの復元を行うと、最新のデータが旧データに上書きされます。復元を行う際はご注意くだ

さい。） 

 

また、バックアップできる回数 およびバックアップできるディスク容量は契約内容により異なります。 
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６－５－１．バックアップの実行   

 

① バックアップを実行するには、[新しいバックアップの追加] をクリックします。 

 

 

② 全般欄にバックアップの名前を入力し、バックアップアイテム欄にてバックアップしたいアイテムのチェックボックスにチェ

ックを入れます。[完了] をクリックします。 
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③バックアップが開始されます。 

バックアップが完了するとステータスが「バックアップ中」から「保存済み」に変わります。 

 

 

 

 

 
６－５－２．バックアップの復元   

① バックアップデータから IIS のウェブデータ、データベースのデータを復元するには、バックアップの名前のチェックボック

スにチェックを入れ [復元] をクリックします。（この場合、IIS のウェブデータ・データベースのデータの両方がリストアされま

す。） 
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② 本当にリストアするか確認画面が表示されます。リストアする場合は、[OK] をクリックします。 

 

 

③ 復元されます。ステータスが復元中から保存済みに変化するとリストア完了です。 
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６－５－３．個別にバックアップの復元を行う   

① IIS のウェブデータのみをリストアする時など 個別にバックアップの復元を行うには、バックアップの名前をクリックしま

す。 

 

 

② リストアしたいバックアップアイテムをチェックし [復元] をクリックします。 
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６－５－４．バックアップデータの削除    

バックアップデータを削除するには、バックアップのチェックボックスにチェックを入れ、[ 削除 ] をクリックします。 

  

 

７. アプリケーションヴォルト                                                     

アプリケーションヴォルトセクションは拡張アプリケーションの管理を行うことができます。 

 

 

 

 
７－１．拡張アプリケーション   

  拡張アプリケーション DotNetNuke(ドットネットニューク)をインストールまたは、アンインストールすることができます。 

 

拡張アプリケーションを管理するには、左ペインのメニュー または下ペインの項目の [アプリケーションヴォルト] - [拡張ア

プリケーション] をクリックします。 
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７－１－１．DotNetNuke インストール  

① DotNetNuke をインストールするには、[DotNetNuke(未インストール)] をクリックします。  

 

 

② [インストールと設定] をクリックします。 

 

※注意：既定のインストールでは、独自ドメイン利用時の DotNetNuke 表示を正常に行う事ができません。（既定のインスト
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ールは、トライアル用で使用する程度でお願いします。）また、IIS の ASP.NET のバージョンが 2.0 の場合 DotNetNuke をイ

ンストール および 使用する事ができません。予め ASP.NET 1.1 に設定変更しておく必要があります。 

 

②  アプリケーション URL を設定します。 

 

1) ドメインを設定します。プルダウンメニューで利用されている独自ドメインの方を選択してください。 

2) DotNetNuke をインストールするパスを入力します。（空白の設定はできません。） 

3) [次へ] をクリックします。 

 

 

① DotNetNuke で使用するデータベースを設定します。 

 

 

1) データベース名を入力してください。 

2) データベースのユーザー名を入力してください。 

1) 2) 

3) 

1) 

2) 

3)

4) 
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3) 同じパスワードを 2 箇所に入力してください。 

4) [次へ] をクリックしてください。 

 

⑥  各設定値が表示されます。設定値を確認したら [完了] をクリックします。 

 

⑥ DotNetNuke がインストールされると、DotNetNuke(インストール済み) に変わります。 

DotNetNuke(インストール済み)のリンクをクリックします。 
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⑦ DotNetNuke のインストールプロセスの最終ステップを行います。 

[DotNetNuke start page] をクリックします。 

 

 

⑧ 新たにブラウザーが起動し、DotNetNuke のインストールが始まります。 
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⑨ 正常にインストールが完了すると、画面下に [Click Here To Access Your Portal] と表示されますのでクリックします。 

 

 

⑩ DotNetNuke の初期ページが開きます。 
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７－１－２．アプリケーション URL の追加  
①･  DotNetNuke の URL を追加するには、[新しいアプリケーション URL の追加] をクリックします。 

 

 

②  アプリケーション URL を入力します。 

  

1) 2)
3) 
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1) ドメインを設定します。プルダウンメニューで利用されている独自ドメインの方を選択してください。 

2) DotNetNuke をインストールするパスを入力します。（空白の設定はできません。） 

3) [送信] をクリックします。 

 

③ ステータスが準備完了となると、追加したアプリケーション URL が利用できます。 

 

 

 ※なお、追加したアプリケーション URL は、最初に設定したアプリケーション URL に飛ぶショートカットの役割になります。 

 

８. サービスユーザー                                                         

サービスユーザーセクションはサービスユーザーの管理機能を提供します。 

 

 

 

８－１．サービスユーザーの追加  
① 新しいサービスユーザーを追加するには [新しいサービスユーザーの追加] をクリックします。 
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② [ 表示名 ] [ ログイン名 ] [ パスワード ] を入力し、ログイン名の欄はプルダウンメニューよりドメインを選択します。 

[ Exchange ]のチェックボックスにチェックを入れ [次へ] をクリックします。 

 

③ Exchange のメールボックスの設定を行います。所定の項目に入力し、[次へ] をクリックします。 
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③ サービスユーザーの確認画面が表示されます。誤りが無ければ [完了] をクリックします。 

  

ステータスが準備完了になると、サービスユーザーが利用できます。 

  



 141

８－２．サービスユーザーにサービスを追加  
サービスユーザーのみを作成しておき 後でサービスを設定する場合の手順は以下のとおりです。 

① [サービスの追加] をクリックします。 

  

② 利用するサービスのチェックボックスにチェックを入れ [次へ] をクリックします。 

 

 

④  Exchange のサービスの設定を行い ステータスが準備完了になると利用することができます。 
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８－３．サービスユーザーの編集  
サービスユーザーの表示名やログイン名・パスワードを変更する手順は以下のとおりです。 

 

① [編集] をクリックします。 

 

② [表示名] [ログイン名] [パスワード] を編集することができます。 

編集が完了したら [送信] をクリックします。 

 

※注意：ログイン名は、メールアドレスと連動して変更されません。 

メールアドレスを変更するには、Exchange のメールエイリアスを変更する必要があります。 
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８－４．サービスユーザーの削除  
 

サービスユーザーのチェックボックスにチェックを入れ [ 削除 ] をクリックするとサービスユーザーが削除できます。  

 

 
８－５．連絡先情報の変更 

    サービスユーザーの連絡先情報を変更する事ができます。 

     連絡先情報に登録しておくと、アドレス帳で検索文字列として使用する事ができます。 

 

1) 連絡先情報を変更する [表示名] をクリックします。 
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2) [連絡先情報] タブをクリックします。 

 
 

3) [メイン] [アドレス] [電話] [組織] を編集する事ができます。  

それぞれ 変更したい項目のリンクをクリックすると 現在の設定値が表示されます。 

[編集] をクリックします。 

 

 

・メイン 

名・姓・説明・オフィス・電話・ウェブページ（URL）・e メールを入力する事ができます。 

・アドレス 

郵便番号・都道府県・都市（市区町村）・番地を入力する事ができます。 

・電話 

自宅・モバイル（携帯）・FAX・IP 電話を入力する事ができます。 

・組織 

役職・部署・会社を入力する事ができます。 
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4) 各項目を入力し、編集が完了しましたら [送信] をクリックします。 

 

5) 変更後の結果が表示されます。 

 

 

９. 統計と分析                                                                 

統計と分析セクションでは、Urchin ウェブ統計、AWStats ウェブ統計の管理を行うことができます。 また、お客様のリソース

使用状況を確認することができます。 

（アクセス解析ソフト Urchin のご利用には、別途オプション申込み（有料）が必要です。） 
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９－１．Urchin ウェブ統計  
アクセス解析ソフト Urchin の管理を行うことができます。 

 

Urchin を管理するには、左ペインのメニュー または下ペインの項目の [Urchi ウェブ統計] をクリックします。 

（アクセス解析ソフト Urchin のご利用には、別途オプション申込み（有料）が必要です。） 

    

 

９－１－１．Urchin サービスの有効化  
 ① Urchin サービスを有効にするには、[有効化] をクリックします。 

  

 

③  Urchin サービスを有効にする ウェブサイトのチェックボックス欄をチェックし [送信] をクリックします。 
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③ ステータスが [準備完了] になりましたら Urchin サービスが利用可能になります。 

ウェブ統計 URL、ウェブ統計 URL にアクセスするための ログイン名とパスワードが表示されます。また、更新の間隔や統計

の保持期間が表示されます。 
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９－１－２．Urchin サービスの編集  
① Urchin サービスのウェブ統計 URL のログイン用のパスワードと 更新の間隔、統計の保持期間を 

     編集する場合は、[全般] タブの [編集] をクリックします。 

 

 

② パスワード欄に新しいパスワードを入力します。（[新しいパスワードを生成] をクリックするとランダムな 

パスワードが生成されます。）更新の間隔は、「毎月」「毎週」「毎日」「毎時」の中から選択する事ができます。 

統計の保持期間は、2 ヶ月～24 ヶ月の範囲内で設定することができます。 

編集が完了したら [送信] をクリックします。 
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９－１－３．Urchin ウェブ統計のプロファイルタブについて  
 

Urchin ウェブ統計のプロファイルタブには Urchin サービスで統計処理されるウェブサイトの一覧が表示されます。 

 

 

９－１－３－１．Urchin サービスの追加割り当て  

① 同一 ウェブスペース内のドメイン名に Urchin サービスを割り当てる場合は、  [追加 ] をクリックするとドメイン名選択

画面が表示されます。(Urchin サービスを２つ以上契約している場合) 
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② Urchin サービスを利用するドメイン名のチェックボックスにチェックを入れ [送信] をクリックすると Urchin サービスを利用

することができます。 

 

 
９－１－３－２．Urchin サービスの割り当て削除  

Urchin サービスの割り当てを削除する場合は、削除したいドメイン名のチェックボックスにチェックを入れ [ 削除 ] をクリッ

クします。 
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９－１－４．Urchin サービスの無効化  

Urchin サービスを無効にする場合は、全般タブの [削除] をクリックします。  

 

 

９－２．AWStats ウェブ統計  

アクセス解析ソフト AWStats の管理を行うことができます。 

 

AWStats を管理するには、左ペインのメニュー または下ペインの項目の [AWSsts ウェブ統計] をクリックします。 

 

                 

 

 

 

 

 

９－２－１．AWStats ウェブ統計のインストール  

① AWStats をインストールするには [インストール] をクリックします。 

（AWStats のインストールは、[ドメイン名の管理] の [ウェブ統計] からも行えます。） 
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④ AWStats をインストールするドメイン名のチェックボックスにチェックを入れ [送信] をクリックします。 

  

 

⑤ ステータスが 準備完了になりましたら AWStats を利用することができます。 
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９－２－２．AWStats ウェブ統計の編集  

① AWStats ウェブ統計の 全般タブを表示すると、ログ処理パラメーターが表示されます。 

この画面は、AWStats インストール後に、左側のメニューの AWStats ウェブ統計を開くと表示されます。 

（AWStats がインストールされていない場合は、表示されません。） 

 

[編集] をクリックすると [ログを処理する間隔] [統計の保持機関] を変更することができます。 

 

 

 

② ログを処理する間隔は、「6 時間毎」「12 時間ごと」「毎日」「毎週」「毎月」の中から選択できます。また、統計の保持期間

は、1 ヶ月から 12 ヶ月の間で設定が可能です。設定が完了したら [送信] をクリックします。 
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９－２－３．AWStats ウェブ統計のプロファイルタブについて  

AWStats のプロファイルタブでは、インストールされている AWStats の一覧を表示することができます。 

また、AWStats のプロファイルをインストール・アンインストールすることができます。 

 

 

 

・ [参照] ・・・ AWStats の Web 画面が表示されます。 

・ [管理] ・・・ AWStats の管理画面へ移動します。（[ドメイン名の管理] のウェブ統計へ移動します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 155

９－２－３－１．AWStats ウェブ統計のプロファイルアンインストール  
 

① プロファイルのアンインストールをクリックすると AWStats を利用しているドメイン名から AWStats を削除することができ

ます。AWStats を削除するドメイン名のチェックボックスにチェックを入れ、 [ プロファイルのアンインストール ] をクリックし

ます。 

 

 

 

 

② 「選択したプロファイルを本当にアンインストールしますか？すべてのレポートが削除されます。」と警告メッセージが表示

されます。削除する場合は、[OK] をクリックします。 

 

 

 

③ 削除が完了すると、一覧から削除され、[プロファイルのインストール] のボタンが表示されます。 

[プロファイルのインストール] をクリックすると AWStats をインストールすることができます。 
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９－２－４．AWStats サービスのアンインストール  
 [AWStats サービスのアンインストール] をクリックすると、AWSTats をアンインストールすることができます。 

 また、同時に、AWStats をインストールしたドメイン名からもアンインストールされます。 

 

 

 ９－３．リソース使用状況  
リソースの使用状況を確認することができます。各リソースに対する、使用状況、上限、使用可能なunitや容量を確認するこ

とができます。このリソースは、契約内容を変更する事により上限を増やす事が可能です。 
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メールユーザーごとのログインについて 

Exchange サービスのログイン用パスワード変更や転送設定など各種項目を変更する画面 「PEM」 について説明致し

ます。 

 

ログイン方法ログインする方法は 2 通りございます。 

 

[ PEM コントロールパネルからログインする ] 

管理者様向けの PEM コントロールパネルと同じ URL に ログイン名とパスワードを入力する事によりログインする事

ができます。 

 

 

 

[ PEM コントロールパネルのログインリンクからログインする ] 

管理者様向けのアカウントで PEM コントロールパネルにログインし、サービスユーザーのユーザー一覧の 

右端に、ログインアイコンがあります。こちらからログインする事もできます。 
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ログインすると、以下の画面が表示されます。 

 

 

ユーザーアカウント 

ユーザーアカウントの変更画面では、ログイン情報の編集、連絡先情報の編集、ログイン履歴の閲覧、言語の変更を

行う事ができます。 

 
1) ログイン 

ログイン情報の確認と編集 および パスワードの変更を行う事ができます。 

 

① [編集] をクリックします。 

 

 

② 「表示名」「パスワード」を変更する事ができます。又、「新しいパスワードを生成」をクリックするとランダムに生成さ

れたパスワードを設定する事ができます。入力が完了したら [送信] をクリックし、ステータスが準備完了となっていれ

ば変更完了です。 
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2) 連絡先情報 

氏名や電話番号などの連絡先情報を編集する事ができます。 

[編集] をクリックすると、各項目を編集する事ができます。 
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3) ログイン履歴 

 ログインした履歴を確認する事ができます。 

  

 

 

4) 言語の変更 

ログインした際に表示される言語を 日本語/英語から選択し変更する事ができます。 

 

 

 

メールボックス 

メールボックスの各種設定の確認と変更を行う事ができます。 
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1) 一般 

エイリアス、ユーザー名、Outlook Web Access（OWA）の URL、各メールの設定方法を確認する事ができます。 

又、[編集] をクリックするとエイリアス名を変更する事ができます。 
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2) e メールアドレス 

 e メールアドレスの追加 および プライマリ e メールアドレスの変更を行う事ができます。 

  

 

 

3) 上限 

メールボックスサイズや配信制限サイズを確認する事ができます。又、[サイズの更新] をクリックすると現在のサイズ

を確認するタスクが実行されます。(メールボックスサイズ自体は設定する事は出来ません。) 
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4) 転送 

 e メールの転送設定を行う事ができます。 

 

 

 

 [転送設定の有効化] 

 

 ① [有効化] をクリックします。 
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 ② e メールアドレス欄に、転送先の e メールアドレスを入力します。又、「メッセージのコピーを残す」 のチェックボッ

クスをチェックしておくと メールサーバー内にメールを残しておく設定が可能です。 

[送信] をクリックします。 

 

 

 ③ ステータスが有効になれば完了です。 

 

 

 

 

[転送設定の変更 および 無効化] 

 

[無効] をクリックすると、転送設定を解除する事ができます。 

[変更] をクリックすると、転送先を変更する事ができます。 
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5) メンバー 

メンバーとなっている配布リストを確認する事ができます。 

 

 

 

 

CSV ファイルによる メールボックス・連絡先・配布リストの一括作成機能について 

Exchange サービスの「メールボックス」「連絡先」「配布リスト」を CSV ファイルを用いて一括登録する事が可能です。 

 

C.1 メールボックスの一括登録 

CSV ファイルを使用したメールボックスのインポート手順を説明致します。 

 

① [メールボックスのインポート] をクリックします。 
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③ メールボックスのインポート画面が表示されます。 

インポートソース欄に、CSV ファイルのパスを指定し [次へ] をクリックします。 
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 ※インポート用の CSV ファイルは、ヘルプ欄より フォーマットの説明と、サンプルファイルをダウンロードする事が 

できます。そちらを参照の上 事前に作成をお願い致します。 

（注意： CSV ファイルはエンコード方式が ANSI/UTF-8/Unicode のみサポートしております。Shift-JIS コードは 

 ご利用頂けません。[エクセルで作成する場合は、保存形式に Unicode テキストで保存]） 

 

 

 ③ 確認画面が表示されます。文字列に不正な文字や、既に登録されているアカウントが含まれているとエラーが 

表示されます。問題が無ければ [完了] をクリックします。 

 

 

 

④ インポート完了画面が表示されます。「インポート済み」と表示されましたら メールボックスの作成が完了致しま

す。 
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連絡先の一括登録 

CSV ファイルを使用した連絡先のインポート手順を説明致します。 

 

 ① [連絡先のインポート] をクリックします。 

 

 

 

 ② メールボックスのインポート画面が表示されます。 

インポートソース欄に、CSV ファイルのパスを指定し [次へ] をクリックします。 
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 ※インポート用の CSV ファイルは、ヘルプ欄より フォーマットの説明と、サンプルファイルをダウンロードする事が 

できます。そちらを参照の上 事前に作成をお願い致します。 

（注意： CSV ファイルはエンコード方式が ANSI/UTF-8/Unicode のみサポートしております。Shift-JIS コードは 

 ご利用頂けません。[エクセルで作成する場合は、保存形式に Unicode テキストで保存]） 
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③ 確認画面が表示されます。文字列に不正な文字や、既に登録されているアカウントが含まれているとエラーが 

表示されます。問題が無ければ [完了] をクリックします。 

 

 

 

④ インポート完了画面が表示されます。「インポート済み」と表示されましたら 連絡先の作成が完了致します。 
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配布リストの一括登録 

CSV ファイルを使用した配布リストのインポート手順を説明致します。 

 

① [配布リストのインポート] をクリックします。 
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② メールボックスのインポート画面が表示されます。 

インポートソース欄に、CSV ファイルのパスを指定し [次へ] をクリックします。 

 

 

 

 ※インポート用の CSV ファイルは、ヘルプ欄より フォーマットの説明と、サンプルファイルをダウンロードする事が 

できます。そちらを参照の上 事前に作成をお願い致します。 

（注意： CSV ファイルはエンコード方式が ANSI/UTF-8/Unicode のみサポートしております。Shift-JIS コードは 

 ご利用頂けません。[エクセルで作成する場合は、保存形式に Unicode テキストで保存]） 
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③ 確認画面が表示されます。文字列に不正な文字や、既に登録されているアカウントが含まれているとエラーが 

表示されます。問題が無ければ [完了] をクリックします。 

 

 

 

④ インポート完了画面が表示されます。「インポート済み」と表示されましたら 配布リストの作成が完了致します。 



 174

 

 

 

※メールボックス・連絡先に無いメールアドレスが CSV ファイルに含まれていた場合、自動的に連絡先に登録されま

す。 

 


